






会員
コーナー稿投

岩
堂
美
知
子
（
家
政
学
部
昭
和
40
年
卒
）

大
阪
市
立
大
学

生
活
科
学
部
の
歴
史

　

市
大（
い
ち
だ
い
）を
思
い
浮

か
べ
る
時
、
真
っ
先
に
浮
か
ぶ

の
は
友
の
顔
＆
顔
。
次
に
恩
師
、

そ
し
て
学
舎
や
周
囲
の
環
境
。

学
校
の
歴
史
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
た
の
は
卒
業
し
て
か
ら
。

所
属
し
て
い
た
生
活
科
学
部（
当

時
は
家
政
学
部
）に
つ
い
て
は
同

窓
会
誌
・
名
簿
を
通
じ
て
学
ん

だ
。
生
活
科
学
部
の
前
身
は

１
９
２
１
年（
大
正
10
年
）、
大

阪
市
西
区
の
子
女
の
教
育
の
た

め
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
市
立
西

区
高
等
実
践
女
学
校
に
遡
る
。

こ
の
女
学
校
は
西
区
費
で
運
営

さ
れ
、
質
実
剛
健
・
自
治
奉
仕

を
校
是
と
し
て
発
展
し
た
。

１
９
２
４
年（
大
正
13
年
）に
校

名
を
大
阪
市
立
高
等
西
華
女
学

校
と
改
称
。
昭
和
に
入
り
女
子

教
育
が
進
展
す
る
中
で
保
護
者

会
や
西
区
の
努
力
・
実
業
界
か

ら
の
援
助（
旧
土
佐
藩
の
岩
崎
弥

太
郎
氏
の
旧
邸
地
を
譲
り
受
け

る
な
ど
）を
得
て
、
当
時
と
し
て

は
珍
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
西
長
堀
学
舎
が
建
設

（
１
９
３
７
年
・
昭
和
12
年
）。

こ
れ
が
後
の
家
政
学
部
学
舎
第

一
号
と
な
っ
た
。
現
在
70
歳
以

上
の
卒
業
生
が
通
学
し
た
旧
学

舎
で
あ
る（
写
真
①
）。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
教
育

後
援
会
と
学
校
当
局
と
の
昇
格

運
動
の
成
果
で
１
９
４
７
年
に

女
学
校
に
加
え
て
被
服
・
英
語
・

育
児
科
を
有
す
る
大
阪
市
立
女

子
専
門
学
校
が
女
学
校
に
新
設

さ
れ
、
翌
年
に
は
生
活
科
が
増

設
。
当
時
は
激
動
の
学
制
変
革

期
、
北
村
春
吉
校
長
や
教
育
後

援
会
の
猛
烈
な
昇
格
運
動
の
結

果
、
１
９
４
９
年（
昭
和
24
年
）

に
４
年
制
の
男
女
共
学
の
「
家

政
学
部
」
と
し
て
大
阪
市
立
大

学
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
北
村
氏（
写
真
②
）は
も
と

府
立
女
子
専
門
学
校
の
教
授
で

数
学
者
で
あ
る
。
新
制
大
学
で

も
教
壇
に
立
た
れ
て
い
て
懐
か

し
い
。
日
本
最
長
寿
の
元
日
本

代
表
サ
ッ
カ
ー
選
手
だ
っ
た
と

聞
く
。　

　
「
家
政
学
部
」（
の
ち
の
「
生

活
科
学
部
」）は
こ
う
し
て
新
し

く
大
阪
市
が
設
立
し
た
総
合
大

学
の
一
学
部
と
し
て
誕
生
し
た
。

一
学
科（
家
政
学
科
）で
食
物

学
・
被
服
学
・
住
居
学
・
児
童

学
・
社
会
福
祉
学
の
５
専
攻
で

あ
っ
た
。
こ
の
当
時
す
で
に
40

年
余
の
歴
史
を
持
ち
衣
食
住
や

都
市
生
活
環
境
に
関
し
多
く
の

研
究
業
績
を
あ
げ
て
き
た
「
大

阪
市
立
生
活
科
学
研
究
所
」

1

50
年
ぶ
り
の
母
校
訪
問

南
部
陽
一
郎
先
生
の

追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

│
応
物
三
八
会
同
窓
会
│

今
年
も
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
達
が
市
大
の
門
を
く
ぐ
っ
た
。

今
後
は
初
心
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
大
学
生
活
を

大
い
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　（
編
集
人
）

◇編集後記◇

　

平
成
27
年
11
月
16
日
～
17
日

に
か
け
て
久
し
ぶ
り
の
応
用
物

理
38
年
卒
の
同
窓
会
を
杉
本

キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
開
催
し

た
。

　

午
後
１
時
、
学
術
情
報
総
合

セ
ン
タ
ー
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
野
の
は
な
ハ
ウ
ス
」
に
10
名
が

あ
つ
ま
り
、
恩
師
の
人
見
先
生

に
も
ご
同
席
い
た
だ
き
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
だ
。
ま
ず

は
３
０
０
億
円
も
か
け
た
と
い

わ
れ
る
大
阪
市
立
大
学
が
誇
る

学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
の
威

容
に
驚
き
な
が
ら
、
屋
上
ガ
ー

デ
ン
か
ら
３
６
０
度
展
開
す
る

「
民
の
賑
わ
い
」
を
眺
望
し
た
。

北
に
は
日
本
最
高
を
誇
る
あ
べ

の
ハ
ル
カ
ス
、
南
に
は
世
界
遺

　お知らせとお願い　

産
を
目
指
し
て
い
る
中
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
、
遙
か
に
は
関
西

空
港
な
ど
が
見
渡
せ
た
。

　

５
階
以
下
は
学
術
情
報
総
合

セ
ン
タ
ー
の
中
核
を
な
す
、
蔵

書
２
３
０
万
冊
超
を
誇
る
図
書

館
で
あ
る
。
学
生
時
代
あ
ま
り

足
を
向
け
た
こ
と
の
な
い
図
書

館
の
充
実
し
た
書
架
と
新
し
い

メ
デ
ィ
ア
に
驚
か
さ
れ
た
。
自

由
に
使
え
る
図
書
や
Ｉ
Ｔ
機
器
、

そ
れ
を
支
え
る
教
育
支
援
体
制

は
世
界
に
誇
れ
る
教
育
・
研
究

環
境
で
あ
る
と
、
大
阪
市
立
大

学
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
に
誇

り
を
感
じ
た
。

　

学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
見

学
の
後
、
場
所
を
工
学
部
同
窓

会
室
に
移
し
、
工
学
研
究
科
電

を
予
定
し
て
い
る
「
宝
塚
セ
イ

レ
イ
荘
」
に
車
を
急
が
せ
た
。
宝

塚
に
は
大
学
に
来
ら
れ
な
か
っ

た
３
名
が
先
着
し
て
お
り
、
温

泉
も
そ
こ
そ
こ
に
大
宴
会
と

な
っ
た
。
楽
し
い
歓
談
は
カ
ラ

オ
ケ
大
会
を
挟
ん
で
朝
方
ま
で

続
い
た
。

　

次
の
朝
元
気
の
あ
る
も
の
は

早
起
き
し
て
近
所
の
宝
塚
高
原

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
玉
こ
ろ
が
し

に
出
か
け
た
が
、
残
念
な
が
ら

前
半
戦
を
終
了
し
た
と
こ
ろ
か

　

本
学
特
別
栄
誉
教
授
で
お
ら

れ
、
戦
後
の
新
生
大
阪
市
立
大

学
理
工
学
部
着
任
後
、
渡
米
さ

れ
る
ま
で
強
力
な
理
論
物
理
学

研
究
グ
ル
ー
プ
を
率
い
て
お
ら

れ
た
南
部
陽
一
郎
先
生
は
、

２
０
１
５
年
７
月
５
日
、
94
歳

早
く
取
り
入
れ
る
マ
ネ
の
上
手

な
民
族
と
い
う
世
界
か
ら
の
揶

揄
に
晒
さ
れ
て
い
る
事
を
そ
の

後
何
度
も
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
の

は
、
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

　

南
部
先
生
は
、
西
洋
人
も
が

無
条
件
に
賞
賛
す
る
独
創
性
を

　

２
０
１
５
年
11
月
３
日
、
学

術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
山

本
雅
嗣 

氏（
２
０
０
４
年
：
食

品
栄
養
科
学
専
攻
後
期
課
程
修

了
）に
遠
路
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

久
本
雅
嗣
氏
は
、
ワ
イ
ン
の

「
色
」「
香
り
」「
味
」
に
着
目
し
、

そ
れ
に
関
わ
る
成
分
の
化
学
構

造
や
性
質
、
生
成
す
る
要
因
、

そ
の
他
ワ
イ
ン
や
生
体
に
及
ぼ

す
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
ワ
イ
ン
の
お
い
し
さ
や
品

質
の
向
上
を
目
指
し
て
日
々
、研

究
を
進
め
ら
れ
て
い
る
ワ
イ
ン

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。

　

ま
ず
、
現
在
の
国
内
外
の
ブ

ド
ウ
や
ワ
イ
ン
の
生
産
現
場
や

消
費
動
向
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
、
関
税
や
ワ
イ
ン
投
機
と
価

格
の
関
係
な
ど
ワ
イ
ン
業
界
の

裏
話
や
、
近
年
、
チ
リ
や
ス
ペ

イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
産
も
好
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

安
価
で
美
味
し
い
ワ
イ
ン
を
上

手
に
チ
ョ
イ
ス
す
る
と
よ
い
と

の
耳
よ
り
な
お
話
に
聞
き
入
り

ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
に
加
え
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
ま
で
山
梨
で
発
注
、

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
も
ご
用
意
い
た

だ
き
、
プ
ロ
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
参
加

者
は
す
っ
か
り
“
い
い
気
分
”

に
和
み
ま
し
た
。

　
（
生
田
英
輔
）

の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。

　

先
生
の
輝
か
し
い
業
績
等
に

つ
い
て
は
既
に
理
学
研
究
科
Ｈ

Ｐ
、
本
年
度
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

Ｌ
Ｅ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
詳
し
く
書
か
れ
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
昨
年
９

月
29
日
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
最
後
に（
私
見
か
も
し
れ
な

い
が
）話
し
た
事
に
触
れ
て
お
き

た
い
。

　

現
在
日
本
人
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
は
20
人
を
こ
え
る
が
、
戦

後
10
年
以
上
経
っ
て
生
ま
れ
た

私
が
小
・
中
学
生
で
あ
っ
た
頃

と
い
え
ば
、
素
粒
子
論
、
湯
川

秀
樹
・
朝
永
振
一
郎
両
先
生
の

受
賞
が
あ
る
の
み
だ
っ
た
。
メ

デ
ィ
ア
の
多
く
は
、
こ
の
偉
業

を
「
フ
ジ
ヤ
マ
ノ
ト
ビ
ウ
オ
」

と
同
様
、
戦
前
・
戦
中
時
に
起

き
た
奇
跡
と
い
う
印
象
と
共
に

捉
え
て
い
た
。
明
治
維
新
後
の

急
速
な
西
洋
化
、
戦
後
の
驚
く

べ
き
復
興
を
も
た
ら
し
た
日
本

人
は
同
時
に
西
洋
の
文
化
を
素

2
0
1
5
年
度 

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

生
活
科
学
部
同
窓
会
講
演
会
　

ワ
イ
ン
の
効
用
と
お
い
し
さ
の
科
学

＆
ワ
イ
ン
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

し
た
。
課
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
来
年
の
上
海
展
は
大

阪
市
大
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
新

た
な
る
挑
戦
と
改
革
を
し
な
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
①
資
金
的
な
問
題
、

②
組
織
改
革
、
③
新
し
い
企
画
、

④
広
報
、
⑤
学
生
の
社
会
人
と

し
て
の
育
成
、
等
が
あ
り
ま
す
。

梨
大
学
生
命
環
境
学
部 

ワ
イ
ン

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授 

久

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授　

糸
山 

浩
司

平成23年6月の、特別栄誉教授称号贈呈式後の記念撮影

学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
庭
園
に
て

　

こ
の
度
、上
海
大
学
、大
阪
府

大
、大
阪
市
大
の
三
大
学
交
流
展

を
大
阪
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
で
２
月
18
日
か

ら
三
日
間
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。当
交
流
会
は
昨
年
に
続
き

二
回
目
を
迎
え
大
学
関
係
者
及

①当時の校舎

②北村氏

③茶珍初代家政学部部長

２
０
１
６
年  

有
恒
会
支
部
代
表
者
会
議

　

平
成
28
年
３
月
５
日（
土
）14

時
か
ら
学
術
情
報
総
合
セ
ン

タ
ー
10
階
会
議
室
に
て
有
恒
会

支
部
代
表
者
会
議
を
開
催
し
た
。

来
賓
と
し
て
桐
山
副
学
長
、
児

玉
全
学
同
窓
会
会
長
ら
が
出
席

し
た
。
会
議
で
は
各
支
部
の
活

動
状
況
が
報
告
さ
れ
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　

会
議
の
席
上
、
新
し
く
発
足

し
た
沖
縄
支
部
、
発
足
検
討
中

の
姫
路
支
部
、
静
岡
支
部
、
東

東
京
支
部
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

（
現
・
環
境
科
学
研
究
所
）を
は

じ
め
、
専
攻
の
支
柱
と
な
る
分

野
の
新
進
研
究
者
を
迎
え
て
、

家
政
学
部
は
研
究
教
育
の
充
実

を
は
か
っ
た
。
初
代
学
部
長
は

研
究
所
々
長
だ
っ
た
茶
珍
俊
夫

氏（
写
真
③
）、
そ
し
て
浦
上
智

子
氏
、
村
田
希
久
氏
は
い
ず
れ

も
食
物
学
科
教
員
だ
が
、
そ
の

名
は
専
攻
を
超
え
て
鳴
り
響
い

て
い
た
。
浦
上
氏
は
の
ち
に
定

年
退
職
後
に
１
億
円
を
大
学
に

寄
付
、
ア
ジ
ア
女
子
留
学
生
の

た
め
の
浦
上
奨
学
金
を
創
設
さ

れ
た
。

　

一
方
１
９
５
１
年（
昭
和
26

年
）に
女
子
専
門
学
校
は
役
割
を

終
え
て
閉
校
と
な
っ
た
。
大
正

時
代
か
ら
昭
和
初
期
、
当
時
の

女
学
校
や
専
門
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
方
々
は
大
阪
の
教
育
界
や

官
公
庁
の
仕
事
、
さ
ら
に
は
地

域
の
諸
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
率

先
し
て
女
性
活
躍
の
道
を
切
り

開
い
て
こ
ら
れ
た
先
達
が
少
な

く
な
か
っ
た
。
こ
の
諸
先
輩
が

培
っ
て
来
ら
れ
た
の
が
「
西
華

同
窓
会
」。
１
９
７
９
年（
昭
和

54
年
）、
西
華
高
等
女
学
校
時
代

の
卒
業
生
で
あ
り
新
旧
二
つ
の

学
校
に
勤
務
さ
れ
た
被
服
学
科

教
員
の
林
田
喜
美
子
氏
の
尽
力

に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
「
西
華
同

窓
会
」
に
集
っ
て
い
た
諸
先
輩

た
ち
の
希
望
を
担
っ
て
新
旧
同

窓
会
の
合
併
が
決
ま
っ
た
。
会

員
１
万
名
余
の
「
生
活
科
学
部

同
窓
会
」
の
誕
生
で
あ
る
。

も
っ
て
、
我
々
が
持
た
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
こ
の
劣
等
感
の
少

な
く
と
も
一
部
を
払
拭
し
て
下

さ
っ
た
。

　

南
部
ス
ト
リ
ー
ト
の
レ
リ
ー

フ
に
刻
ま
れ
て
い
る
論
語
の
一

節
「
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
、
則

　

青
桃
会
Ｏ
Ｂ
は
で
き
る
だ
け

表
に
出
ず
に
、
学
生
自
身
が
考

え
て
自
習
し
て
く
れ
る
事
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

に
は
ま
ず
協
賛
金
へ
の
ご
協
力

と
新
し
い
企
画
の
ア
イ
デ
ア
が

あ
れ
ば
い
た
だ
き
た
く
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
（
代
表
顧
問　

原
田
利
明
）

第
二
回 

日
中
学
生
芸
術
交
流
大
阪
展

子
情
報
学
科
長
の
金 

大
貴
教
授

か
ら
卒
業
当
時
の
応
用
物
理
学

科
か
ら
現
在
の
電
子
情
報
学
科

へ
の
変
遷
や
、
現
状
の
お
話
を

お
聞
き
し
た
の
ち
、
現
在
世
界

の
先
端
を
行
く
研
究
室
を
、
中

山
教
授
や
福
田
教
授
に
ご
案
内

い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
夕
闇
迫
る
中
、
本
番

　

ま
た
、
会
議
に
先
立
ち
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
田
中
記
念
館

と
五
代
友
厚
銅
像
設
置
場
所
の

見
学
会
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
会
議
終
了
後
、
学
術

情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
10
階
研
究

者
交
流
室
に
て
懇
親
パ
ー
テ
ィ

を
開
催
し
た
。　　
（
編
集
部
）

び
同
窓
会
の
皆
様
に
多
大
な
ご

支
援
を
頂
き
感
謝
致
し
ま
す
。

　

学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
日

中
友
好
に
お
き
ま
し
て
は
２
回

目
で
も
あ
り
学
生
自
身
が
自
主

的
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま

会員
ひろば

ち
罔（
く
ら
）し
、
思
い
て
学
ば

ざ
れ
ば
、
則
ち
殆（
あ
や
う
）し
」

は
、
科
学
者
の
独
創
性
と
科
学

の
客
観
性
の
調
和
を
重
ん
じ
た

南
部
先
生
の
一
生
を
、
言
い
表

し
妙
で
あ
る
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
た
い
。

ら
雨
が
降
り
出
し
、
雨
に
濡
れ

て
ま
で
ゴ
ル
フ
を
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
あ
っ
さ
り
あ
き
ら
め
、

喫
茶
店
で
の
懇
談
会
に
変
更
さ

れ
た
。

　

楽
し
き
か
な
、
三
八
会
。
喜

寿
を
超
え
る
人
も
出
て
き
て
、２

年
先
、
３
年
先
と
な
る
と
、
先

立
つ
５
名
に
合
流
す
る
も
の
も

出
る
や
も
知
れ
ぬ
の
で
、
次
回

は
来
年
に
で
も
開
催
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
田
守
芳
勝
・
工
学
部
昭
38
卒
）

1）　電話番号（変更）：
　　06-6605-2113
　　（FAX番号は従来と同じ06-6605-2088）
2）　メールアドレス（新規）：
　　aalumni@ado.osaka-cu.ac.jp
3）　学部同窓会電話番号：

全学同窓会の電話番号・FAX及びメールアドレ
ス等をお知らせします。尚、住所変更の連絡及
びお問い合わせは出身先の学部同窓会までお願
いします。

●有恒会（文系学部同窓会）	06-6605-2087
●工学部同窓会	 06-6607-8373
●医学部同窓会	 06-6645-2936
●看護系同窓会（よつば会）	06-6645-3511
●理学部同窓会●生活科学部同窓会 
●創造都市研究科同窓会	 06-6605-2113

大阪市立大学同窓会報 42016年5月発行 第10号


